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時間：2015 年 6 月 13 日 10:30-18:00 
会場：京都大学吉田校舎法経済学部東館みずほホール（地下一階） 
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/yoshida/map6r_y/ 
（構内マップの 5 番） 
 
1 セッション：報告 30 分、コメント 10 分、討論 15 分の合計 55 分 
 
10:30～10:35 開会あいさつ(厳善平会長) 

























題 目：Financial Constraints, Firm Productivity and Debt: Evidence of 




























                                                                             


































風邪の場合の代金は私の場合は 50 元（1000 円）～200 元（4000 円）です。
大病院は検査をいろいろやるので数百元、極端な場合は 2000 元くらいかかる
ので、私は行きません。 
保険でのカバー率は 6 割、4 割が個人負担です。医療保険の制度はややこし
いので口では説明できません。 










                   ３．40 歳代中頃の男性 
三級病院は朝から晩まで人で溢れています。診察代が高いのに患者が多い理











































                   １）医療機構 
 中国では開業医が殆どいないので、風邪を引けば病院へ行くことになるが、 
病院は規模、医療レベルにより、3 級に区分けされており、更に 2、3 級病院 
                   は甲、乙、丙の 3 等級に分けられている。およその基準は下記の通り。 
                   三級医院：＊ベッド数：500 以上 
    ＊医療レベル：いくつかの区にハイレベルな医療サービスを提供 
    ＊医療教育：大学の付属医院あるいは大学の教学、研究任務を担う 
                   二級医院：＊ベッド数：101～500 
     ＊医療レベル：いくつかのコミュニティに総合医療サービスを提供 





                   一級医院：＊ベッド数：100 以下 
 ＊医療レベル：一定人口のコミュニティに予防、医療、保健サービ  
   スを提供する基礎的な医院 














                   ３）社会医療保険制度 
                    中国の社会医療保険システムは主に次の 3 種類がある。 
                  ○1 城鎮職工医療保険：（強制）正規企業に勤務中あるいは定年になった人が対象 
                                     保険費は個人分（給与から天引き）と会社負担分からなる 
 
                  ○2 城鎮居民医療保険：（任意）都市戸籍で、正規に勤めていない人が対象。個人 
事業主、学生、無職など。個人で保険料を支払う必要があ 
る（政府の補助あり。学生は全額政府補助） 
                  ○3 新農村合作医療保険：（任意）農村戸籍で、正規企業での仕事を持っていない 
人が対象（農村学生を含む。正規企業で働いている場合は、 
○1 の城鎮職工医療保険に入れる） 
     年間保険料は 300 元で政府補助が 240 元。現在の加入率は 95％ 
 
                   注１）国家機関および一部の事業単位（政府系の非営利機構、たとえば病院、 
                        学校、図書館）職員は在職中、定年後を問わず全額国庫負担。  
 注２）城鎮職工医療保険は契約者本人のみに適用され、日本の健康保険のよう  




     もは学校で子供保険に加入する。仕事をしていない家族は城鎮居民医療保  
     険に加入する。 
                   ４）医療費の負担（上海市城鎮職工医療保険の場合） 
○1 各人に医療保険の IC カードを持たせる 
○2 IC カードには上海市社会保険局から毎年お金を入金 
  入金額は当年度２月の給与から引かれた医療保険個人納付分×12＋A 
  A＝45 歳以上は 420 元、45 歳以下は 280 元 
  カード内の金額は使わなかった場合は繰り越し。 
○3 診察後に病院に支払う時、必ず IC カードで支払う。 
○4 医療費の負担は下記のようになる 
＊44 歳以下の場合 
                    （１）当年度にカードに入れた金額を使い切るまでは全額個人負担 
                    （２）カードの残額が無くなった場合、1500 元に達するまでは個人負担 
                    （３）当年度個人負担が 1500 元を超えた場合は 
       一級病院  保険 65％  個人 35％ 
       二級病院  保険 60％  個人 40％ 
       三級病院  保険 50％  個人 50％ 
 
                     ＊45 歳以上の場合 
                    （１）（２）は同じ。（３）のみ下記となる 
       一級病院  保険 75％  個人 25％ 
       二級病院  保険 70％  個人 30％ 
       三級病院  保険 70％  個人 30％  
      
５）入院診療の場合 
      1500 元までは個人負担（カードに残額があればカードでの支払い可） 
  1500 元～36 万元までは保険 85％ 個人 15％ 
  36 万元以上になれば  保険 80％ 個人 20％ 










ロヒンギャ問題の解決策                                             










A. バングラデシュから見たロヒンギャ族問題 27．JUL．12 →ロヒンギャの歴史を詳述 
B. ミャンマー ： 情報検証 2012 年 8 月 16．AUG．12 →チャオピュー周辺事情詳述 
C. バングラデシュ短信 ： ラム市でのイスラム教徒の仏教徒襲撃の真相  26．OCT．12  
D．アルカイダ、ジャマティ・イスラミ、969 運動    22．SEP．14    
 
























付資料 A より）。 

























































２カ所の難民キャンプに計約 3 万 2000 人が収容されているが、バングラ国内
には正式な手続きを経ずに避難してきたロヒンギャ難民が 20万～50万人いる



























































































































                                                                                   
《添付資料》  
A．バングラデシュから見たロヒンギャ族問題             27.JUL.12 
                     小島正憲 
























































































































 ビルマは 1948 年に英国からの独立後、多くのロヒンギャ族がビルマのポス
ト植民地議会に選出されました。彼らは 1948 年、市民権法の下で、国の真正















  1992 年に、国連総会はビルマ軍の手によるロヒンギャ族の弾圧をみとめて、




























































B. ミャンマー ： 情報検証 2012 年 8 月       16．AUG．12    
                                                                                                                        































































































































































C.バングラデシュ短信：ラム市でのイスラム教徒の仏教徒襲撃の真相       26．OCT．12  
                                                       小島正憲  
※10/21～23、ミャンマーのラカイン州で、仏教徒がイスラム教徒(ロヒンギャ族)を襲撃                                                                    
       （バングラデシュとの国境沿いの州） 
 


























































































































ギャ族）を襲撃  ← 未検証 
  10/21～23、ミャンマーのラカイン州ミンビャーで、仏教徒たちがイスラム
教徒（ロヒンギャ族）の住居やモスク（寺院）などを襲撃、放火、破壊した。
21 日には約 20 軒、22 日には 120 軒、最終的には 400 軒に及ぶという。その









                                                                   
D．アルカイダ、ジャマティ・イスラミ、969 運動        







































































  2013 年 12 月、ジャマティ・イスラミに所属するアブドゥル・カデル・モッ
ラが絞首刑に処せられた。その罪名は、「1971 年、パキスタンからの独立戦争
の最中、ダッカ市内で大量殺人および集団レイプを行った」というものである。




訴え勝利した。2014 年 1 月の総選挙を控えたアワミ連盟はその公約を果たす
必要に迫られ、それを実行したというわけである。 





衝突の結果、2013 年中に 100 人以上の死者を出した。このハルタルの激しさ
は、私自身も目の当たりにしている（既報）。このハルタルへの恐怖が、私をミ
ャンマー工場建設への決断をさせたのである。 





















と見られている中、ジャマティ・イスラミが BNP と組めば、BNP が政権与党
となり、アワミ連盟が下野することになるのは、ほぼ確実であった。アワミ連






































































































































                                                                   





































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 ▲0.7 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2 13.9 17.1 5.4 24.0 1549 20.3 24.9 1.1 9.7 13.6 14.3 
2012 年 7.7 10.0 14.3 2.7 20.7 2303 7.9 4.3 ▲10.1 ▲3.7 13.8 15.0 
2013 年 7.7 9.7 11.4 2.6        14.1 
3 月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4 月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5 月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6 月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10 月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
11 月  10.0 13.7 3.0 17.6 338 12.7 5.4 -9.3 2.3 14.2 14.2 
12 月 7.7 9.7 13.6 2.5 17.2 256 4.3 8.6 -3.4 -42.6 13.6 14.1 
2014 年             
1 月    2.5 19.8 319 10.5 10.8 -8.6 -4.5 13.2 14.3 
2 月    2.0  -230 -18.1 10.4 1.3 4.0 13.3 14.2 
3 月 7.4 8.8 12.2 2.4 17.3 77 -6.6 -11.3 6.1 -1.5 12.1 13.9 
4 月  8.7 11.9 1.8 16.6 185 0.8 0.7 0.5 3.4 13.2 13.7 
5 月  8.8 12.5 2.5 16.9 359 7.0 -1.7 8.4 -6.6 13.4 13.9 
6 月 7.5 9.2 12.4 2.3 17.9 316 7.2 5.5 10.3 0.2 14.7 14.0 
7 月  9.0 12.2 2.3 15.6 473 14.5 -1.5 14.0 -17.0 13.5 13.4 
8 月  6.9 11.9 2.0 13.3 498 9.4 -2.1 5.2 -14.0 12.8 13.3 
9 月 7.3 8.0 11.6 1.6 11.5 310 15.1 7.2 9.4 1.9 11.6 13.2 
10 月  7.7 11.5 1.6 13.9 454 11.6 4.6 8.7 1.3 12.1 13.2 
11 月  7.2 11.7 1.4 13.4 545 4.7 -6.7 -8.6 22.2 12.0 13.4 
12 月 7.3 7.9 11.9 1.5 12.6 496 9.5 -2.3 6.1 10.3 11.0 13.6 
2015 年             
1 月    0.8  600 -3.3 -20.0 2.2 -1.1 10.6 14.3 
2 月    1.4  606 48.3 －20.8 49.8 0.1 11.1 14.7 
 3 月 7.0 5.6 10.2 1.4 13.1 31 -15.0 -12.9 0.3 1.3 9.9 14.7 
4 月  5.9 10.0 1.5 9.6 341 -6.5 -16.4 2.9 10.2 9.6 14.4 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの
貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
